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研究背景と目的
•白川静先生は、日本と中国とが東アジア地域において
文化的類型性を持つという広い視野に立ち、漢字の原
義を字形学的に体系化し、中国および日本の古代文化
について独創的な研究を築き上げました。その独自の
学説は、世に「白川文字学」と称され、内外の学界か
ら高い評価を得ました

•多くの研究資料が整理されず、公開していません

•研究の目的
•白川静先生の資料のディジタル保存と再整理を行い、
世の中に公開する
•資料を再整理することにより、甲骨文字の認識に貢
献し、そして、中国の安陽師範大学との国際甲骨文
字共同研究を模索する



白川静先生の作品の一部



甲骨学への繋がりと
国際的な共同研究
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